







A Case of Naso-alveolar Cyst with the 
Consideration on the Related Reports
NAOHIKO KAWATA SHOKI MATSUI ATSUSHI ICHINOSAWA
MASAO TAKAGI KOJI SHIBUI YOSHIHIKO ITO KEI KAKAZU













































































































































































大日耳鼻会報 日耳曇尋 耳鼻臨 東北医誌 耳鼻咽喉 慶応医 大阪医否口心 萎享笑誌 茎泉医藝員心 大阪医藝向け 新潟璽曇 歯科医学
口腔褒藷






















































文献数 6 29 12 1 20 1 1 2 1 1 1 1 1 1 19 6 1 1 1 1 1σ







名称 粘液腺 線毛円柱上皮 鼻前庭 鼻前庭 鼻歯槽 鼻ロ唇

























































症例数 21 3 78 8 32 10
































































症例数 28 16 0 108



























10歳未満 10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代
性
♂ 1 2 13 12 7 4 0 1
別 ♀ 0 2 14 18 21 17 10 7
左 1 3 9 13 9 10 8 1
部 右 1 13 10 12 7 2 5
両 2 1 2 1
位 ま 1 1
1
歪 2 5 4 3






































10m以下 20mm以下 30mm以下 40mm以下 50mm以下 51mm以上
右 1 15 12 0 1 0
左 9 20 7 1 0 1
正中 0 3 0 0 1 2
不明 1 4 2 2 0 0











































陥凹 皿状陥凹 浅い陥凹 嚢胞％ 吸収無し
骨吸収不明
計
下鼻甲介前方 1 2 3




1 1 1 3
鼻前庭部 3 2 25 30
癒着無し 1 1
癒着不明 1 3 4 25 51 84
計 10 3 8 1 46 92 160
　図6：癒着部位と骨吸収
表1：上皮および内容液の性状
腺細胞 杯細胞 上皮脱落 粘　稠　度
上　　皮 嚢胞数










重層円柱線毛 7 2 1 6
重　層
重層円柱 7 3 1 1
2 5
重層扁平 6
1 1 2 3
円柱上皮 24 2 4 2 4 18
線毛上皮 6 1 1 1 3 2
扁平上皮 1
1
婁舞円柱 2 2 1 1 1
豊舞線毛 1 1 1 1
円柱線毛 23 4 2 8 2 1 8 14
混　　　　合
重層扁平＋円柱 8 1 1 1 1 1 2 6
移行＋円柱 7 1 7
鷲季＋円柱 4 4 1 2 2
扁平＋円柱 4 4
不　　　明 30 1 1 3 27




淡黄色 黄色 餐色 黄褐色 茶褐色 赤褐色 褐色 書色 不明
単層円柱 4 2 1 1単層
単層上皮 1 1
多列円柱 18 3 4 1 4 6多　列
多列線毛 6 2 1 3
多列上皮 1 1
重層円柱線毛 7 2 2 2 1
重　層
重層円柱 7 3 1 3
重層扁平 6 2 2 1 1
円柱上皮 24 1 2 3 1 17
線毛上皮 6 2 1 3
扁平上皮 1 1
髪鶉円柱 2 1 1
書舞線毛 1 1
円柱線毛 23 5 2 2 2 1 11
混　　　合
重層扁平＋円柱 8 1 1 6
移行＋円柱 7 7
鴛輩＋円柱 4 1 1 2
扁平＋円柱 4 1 3
不　　　明 30 2 1 1 3 1 22
計 160 23 14 2 21 11 5 2 3 79
③骨内に形成される嚢胞の骨吸収とは異る形態と
して，圧迫によると考えられる皿状，又は半球状
の吸収は，増大するに従い，その骨辺縁が鈍的に
形成されている症例が多い所から，その吸収状態
を明確に記録しなければならないだろう。④癒着
の有無とその癒着部位を正確に観察する必要があ
ろう。これは，本嚢胞の発生機序にとって重要な
所見になり得る。⑤上皮形態の種類と組織内の腺，
杯細胞の有無に注意しなけれぽならないが，一方，
感染あるいはその他の刺激により上皮は変化して
い≦ものであることも考えなければなるまい。又，
その周囲組織の観察も必要である，例えば筋組織
の存在は，嚢胞が骨外に，あるいは骨内に存在し
たものかを決定し得る重要な所見となるであろ
う。なお内容液の性状は，腺，杯細胞が存在する
ことが関係すると考えられるが，これも又，感染
その他の刺激により，コレステリンの存在，粘稠
度の変化，色調などと同様，多々変化をみせるこ
とも考慮すべきであろう。
結 語
　43才，女性，右側梨状ロ部に発生した鼻歯槽嚢
胞の1例を経験したので，本邦における107文献，
152症例についての小括および考察を行った結果，
　1．本症例はX線所見にて，右梨状口下部に
21×21mmの半球状骨吸収を認めたもので，鼻底
部と癒着していた鼻歯槽嚢胞であった。病理組織
検査で，嚢胞壁外層に筋，神経線維束，小血管が
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認められ，壁上皮は化生が著しく，破壊的変化を
示したものである。又，内容液にコレステリンの
存在をみず，粘稠性，茶褐色半透明を示していた
ものである。
　2、本邦における107文献，152名，160例につい
て小括すると，
1）顔面裂孔発生説が23文献と多かった。
2）嚢胞の大きさは，10～20mmに42個と多く，
この時期の発症例が多かった。
3）癒着部位は鼻腔底部，鼻前庭部に多く，骨は
いずれも外方より吸収され，22例を数えている。
4）嚢胞壁は円柱上皮が多く，腺，杯細胞の存在
が目立ち，内容液は粘稠性のものが大半を示して
いた。
5）内容液は黄色系のものが多かった。
という結果をみている。
　3．自験例と文献小括をふまえ，鼻歯槽嚢胞と
の診断を附す場合には，
1）嚢胞と歯牙の関連性が無いこと
2）顎骨の吸収状態が，外側よりの圧迫による形
状を示していること
3）鼻腔底領域との癒着の有無の確認
4）病理組織学的には，嚢胞壁周囲組織の詳細な
観察と上皮の性状
5）その他，内容液の性状なども記載すべき所見
であると思われる。
河田他：鼻歯槽嚢胞の1例とその文献的考察
　稿を終るに際し，改めて組織学的検討を共にし
　て下さった鈴木鍾美教授（岩手医大歯学部口腔
　病理学教室）に深謝する
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